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３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
頃
に
三
陸
沖
で
発
生
し
た
国
内
観
測
史
上

最
大
規
模
の
地
震
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
に
よ
る
被
害
は
、
依

然
と
し
て
全
体
が
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
犠
牲
者
お
よ
び
行
方
不
明
者

の
数
が
増
え
、
物
的
被
害
の
状
況

も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
そ
の
状
況
は
想
像
を
は

る
か
に
超
え
、
心
痛
を
増
す
ば
か

り
で
す
。
さ
ら
に
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で
の
事
故
も
追
い

打
ち
を
か
け
、
広
い
地
域
に
影
響

が
で
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
も
な
く
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
影
響
も
最
小

限
に
と
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
は
、
本
町
の
農
産
物
の
う
ち
「
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
と
「
原
乳
」
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
暫
定
規
制
値
を
下
回
っ
て
お
り
安
全
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
水
道
水
は
津
島
台
浄
水
場
で
検
査
し
た

ほ
か
、
山
形
市
と
米
沢
市
の
水
道
で
定
期
的
に
検
査
さ
れ
て
お
り
、
原

子
力
安
全
委
員
会
が
定
め
た
指
標
値
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
健
康

に
影
響
が
あ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
の
で
日
常
生
活
で
特
別
の
措
置
を
と

る
必
要
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
、
正
し
い
情
報
を
的
確
に
集
め
、
町
民
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
な

生
活
の
確
保
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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町
で
は
、
被
災
地
支
援
と
し
て
震
災
の
影
響
を
受
け
た
避
難
者
の
た

め
に
、
３
月
17
日
か
ら
町
内
４
カ
所
に
避
難
所
を
開
設
し
、
最
大
83
人

の
か
た
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
町
内
の
親
戚
宅
な
ど
に
50
数
人

の
か
た
が
避
難
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
県
と
も
連
携
し
長
期
的
な

受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
避
難
さ
れ
て
来
ら
れ
る
か
た
の
立

場
に
立
っ
た
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
毛
布
や
白

米
な
ど
多
く
の
物
資
を
提
供
い
た
だ
き
、
救
援
物
資
と
し
て
２
回
（
３

月
16
日
、23
日
）届
け
、４
月
６
日

に
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
下
着
な
ど

の
物
資
に
加
え
、
３
月
30
日
ま
で

に
集
ま
っ
た
義
援
金
と
町
か
ら

の
見
舞
金
を
届
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
現
地
で
は
依
然
、
飲

料
水
の
確
保
が
難
し
い
地
域
が
あ

り
、
３
月
17
日
か
ら
給
水
車
と
町

職
員
及
び
白
鷹
町
水
道
工
事
組
合

各
社
の
職
員
を
交
代
で
派
遣
し
対

応
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
地
震
発
生

直
後
、町
長
を
本
部
長
と
す
る「
白

鷹
町
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
町
内
の
被
害
状
況
な
ど
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
人
的
被
害
な

ど
、
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
停
電
は
、
町
内
全
域
で
約

30
時
間
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
一
人
世
帯
を
対
象
に

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を

設
置
し
、
消
防
団
に
よ
る
巡
回
も

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
流
の
停
滞
に
よ
り
燃

料
や
物
資
の
確
保
が
難
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。、
特
に
、

燃
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機

関
、
町
内
事
業
所
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
緊
急
車
両
を
は
じ
め
公
共

施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
を
優
先
に

確
保
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
23
日
の
２
回
、
町
民
の

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
物
資

　

な
ど
を
、気
仙
沼
市
に
届
け
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
直
後
の
様
子（
役
場
）。

　

地
震
発
生
直
後
、
災
害
対
策
本
部
を

　

設
置
し
、町
内
の
被
害
状
況
を
確
認
。
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気
仙
沼
市
へ
の
義
援
金

Ꞌ
ₐ
ῶ
ẹ

᷾

１
５
２
万
８
３
５
５
円

　

匿
名
希
望

70
万
円

○
㈱
ニ
ク
ニ
山
形
工
場

30
万
円

○
衣
袋
建
設
㈱　

五
風
会

24
万
２
９
７
６
円

○
蚕
桑
小
学
校
児
童
会

　

・
職
員
一
同

20
万
円

○
大
伸
建
設
㈱

15
万
円

○
東
横
田
尻
区

14
万
円

○
㈱
最
上
川
環
境
技
術
研
究
所

10
万
円

○
㈲
山
栄
測
量
設
計

○
㈲
ジ
ス
テ
ム

○
船
山
英
三
・
美
智

○
横
澤
禎
二

○
イ
ー
グ
ル
会

○
白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

○
ホ
ー
ク
ス
会

○
舩
山
泉

○
関
野
八
千
代

○
㈲
セ
イ
ノ
ヤ

○
鮎
貝
区

芳
賀
康
雄

芳
賀
悦
子

㈲
十
王
調
剤
薬
局

山
口
区

長
谷
川
貴
子

役
場
幸
矣
会

Ｙ
Ｓ
Ｋ
ベ
ニ
バ
ー
ズ

え
ん
ど
う
商
店

白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
実
行
委
員
会

会
長　

加
藤
仁
美

東
中
３
年
部
会

樋
口
幸
一

小
口
守
夫

金
田
さ
た
ゑ

金
田
コ
ウ

片
山
雪
子

佐
藤
み
つ
ゑ

金
田
和
夫

佐
藤
康
夫

片
山
む
つ

影
山
静
子

菅
原
き
よ
子

菅
原
歩
美
・
沙
織

児
玉
美
穂
子

船
山
良
一

五
十
公
野
春
男

松
村
久
子

松
村
コ
ウ

菅
原
保
輝
ほ
か
４
名

中
川
・
照
井
・
小
谷
部
・

金
子
・
小
口
・
齋
藤

村
上
利
晴

鈴
木
浩
薫

金　

正
培

安
達
泰
助

田
宮　

修

庄
司
義
徳

丸
川
健
一

佐
藤
良
晴

遠
藤
一
廣

横
山
幸
司

加
藤
和
芳

安
部
九
郎

樋
口
利
雄

岡
部　

玲

樋
口
賢
次

大
滝
い
せ

新
野　

優

安
部
和
江

長
岡　

聡

橋
本
秀
和

大
滝
真
実

橋
本
達
也

大
友
ト
ミ
子

永
沢
照
美

菅　

直
美

安
達
と
め
の

川
部
盛
繁

小
口
榮
一

深
瀬
健

小
口
十
市

新
宮
和
子

向
田
宏
男

飯
澤
敏
弘

舟
山

原
田

村
上
美
空

小
口
美
津
子

佐
藤　

稔

平　

盛
和

相
田
和
一

菅
間
正
廣

菊
地
光
子

渋
谷
勝
次
郎

ア
ン
テ
ッ
ク
白
鷹

安
達
真
奈
弥

蚕
桑
第
一
町
内

役
員
一
同

菅
原
隆
行

髙
野　

清

髙
野
節
子

川
井
恵
美
子

今
野
ト
シ
子

照
井
ク
ニ

森　

勝
弘

梅
津
千
枝
子

梅
津
瑠
奈

樋
口
京
子

谷
口
仁
志

西
村
新
一

児
玉
さ
だ
子

岡
部
伸
一

岡
部
ト
シ

岡
部
秋
彦

岡
部
克
哉

岡
部
真
次

岡
部
和
子

小
谷
部
和
好

岡
田
祀
子

金
田
芳
男

関　

宏
道

菅　

庸
子

遠
藤
真
希

長
岡
源
弥

齋
藤
さ
だ
子

小
出　

稔

小
笠
原
亜
矢
子

梅
津
秀
明

大
滝
敏
広

工
藤
浩
子

飯
澤
と
よ

村
上
る
み
子

橋
本
彰
子

菅
原
良
教

丹
野
ち
ゑ

布
施
奈
津
美

小
野
麻
祐
子

鈴
木
由
紀
子

芳
賀
和
則

今
野
き
よ
子

板
垣
長
榮

小
林
文
広

金
子
孝
吉
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金
田
捷
夫

本
木
仲
一

豆
腐
谷
憲
始

鮎
貝
小
学
校

・
同
Ｐ
Ｔ
Ａ

池
田
登
輝
彦

土
屋
と
も

菊
地
豊
宗

瑞
岩
寺
・
全
龍
院
・
梅
花
講

齋
藤
東
四
郎

海
野
久
子

ま
つ
の
し
ゅ
お
ん

や
ま
も
と
よ
し
み

小
谷
部
藤
一

髙
谷
誠
司

堀
江
孝
子

青
木
満
里
子

小
林
信
太
郎

す
が
い
も
も

髙
梨
幸
夫

髙
梨
み
さ

安
部
俊
宏

紺
野
眞
一

今
野
慶
作

川
部
征
子

遠
藤
啓
子

鈴
木
ゑ
つ
子

小
形
清
子

飯
澤
善
三

金
田
美
加

山
川
重
雄

山
川
桂
子

清
野
隆
博

小
口
市
郎

矢
萩
康
行

梅
津
八
郎

㈱
西
塚
管
工
事
店

役
場
職
員
一
同

安
部
和
江

梅
津
友
加

勝
見
隆
正

小
林
早
苗

木
口
恭
子

丸
川
秀
子

鈴
木
輝
美

竹
田
美
由
紀

布
川
美
栄
子

横
山
純
子

大
木
里
佳

長
岡
良
子

中
村
聡
美

東
高
玉
区
民
一
同

小
林
詩
乃

共
栄
建
運
㈱
従
業
員
一
同

十
王
老
人
ク
ラ
ブ

町
芸
術
文
化
協
会

け
ん
こ
う
教
室

手
塚
健
太
郎

髙
橋
長
一

伊
藤
利
久

石
川
光
正

沼
澤
芳
博

小
林
喜
久
雄

大
宮　

隆

渡
辺
弘
子

樋
口
正
子

向
田
容
子

梅
津
権
太
郎
・
ひ
ろ
子

梅
津　

勇
・
ヒ
サ

手
塚　

洋

児
玉
照
八

伊
藤
有
二

安
部
國
夫

熊
谷
せ
つ
子

竹
田
百
合
子

西
高
玉
区
民
一
同

大
木
重
人

鮎
貝
若
宮
八
幡
宮

氏
子
一
同

新
野
て
る
子

佐
藤
美
雪

白
鷹
ス
キ
ー
場従

業
員
一
同

鈴
木
友
彦

鈴
木
綾
子

鈴
木
真
衣

芳
賀
き
ち

大
宮
か
よ

安
部
き
み
子

佐
々
木
き
み
よ

菊
地
秀
憲

竹
田
謙
一

須
貝　

登

大
木
真
智
子

高
田
菜
央

五
十
嵐
麻
里
子

新
野
美
和
子

鎌
倉
裕
美

木
口
祐
里

田
中
由
美
子

布
施
と
も
子

棚
村　

薫

今
野
秀
一

今
野
悦
子

今
野
史
絵

安
部
敬
二

海
老
名
み
よ

小
関
陽
一

菅
原
綾
子

橋
本
こ
ず
え

小
形　

守

菅　

正
男

黒
澤
文
子

皆
川
清
彦

鈴
木
と
く
子

鈴
木
健
一

石
川
良
美

金
子
昭
一

髙
橋
克
範

佐
藤
良
一

神
保
達
夫

鈴
木
三
智
夫

原
田
吉
雄

樋
口
高
志

鈴
木
敏
子

村
山
良
子

小
林
香
菜

江
見
正
寿
・
浩
子

小
谷
部
健
一

村
上
伸
一

平　

啓
次

守
屋
研
一

大
場
作
太
郎

梅
津
秀
司

守
屋
幸
子

海
老
名
き
う

安
達
昭
七

海
老
名
靖
裕

細
谷
重
雄

十
王
婦
人
会

海
老
名
よ
し

守
谷
勝
助

間
野
良
昭

竹
田
隆
治

萩
野
婦
人
会

奥
山
ひ
ろ
美

紺
野
美
智
子

戸
借
花
子

横
山
二
男

守
谷
好
史

山
川
重
雄

小
林
宣
浩

菅　

勝

大
木
松
造

大
木
衛

田
中
成
型
加
工
所

衣
袋
仁
一

衣
袋
則
子

衣
袋
雄
大

笹
原
俊
一

笹
原
淳
一

笹
原
勇
二

岡
部
俊
一

㈲
梅
津
印
刷

青
木
信
之

㈲
睦
機
工

鈴
木
迅
一
郎

鈴
木
悦
子

鈴
木
き
よ

松
野
製
作
所

関　

真
奈
美

鈴
木
照
代

高
橋
か
お
り

小
松
洋
子

横
山
歩
卸

中
川
裕
子

佐
藤　

瞳

茂
木
春
美

高
橋
典
子

橋
本
明
美

金
田
紘
子

橋
本
直
美

小
林
祐
子

荘
子
美
紀

病
院
職
員
一
同

支
援
物
資

ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
㈱

相
田
和
一

青
木
藤
吉

青
木
葉
子

赤
間
哲
雄

赤
間
信
子

赤
間
泰
宏

味
代
乃
そ
ば

あ
す
な
ろ
薬
局

安
達
和
子



　ι ◦ ͯα΄ͣȿPNOOLRLOP 　ι ◦ ͯα΄ͣȿPNOOLRLOPʚ5　ι ◦ ͯα΄ͣȿPNOOLRLOP 　ι ◦ ͯα΄ͣȿPNOOLRLOP

安
達
幸
麿

安
達
次
男

安
達
真
奈
弥

安
達
泰
助

あ
ぶ
ら
や

安
部
克
子

安
部
き
み
子

安
部
く
の
子

安
部
富
美
子

阿
部
真
実

あ
ゆ
茶
屋

新
井
ふ
み
子

荒
砥
郵
便
局

飯
沢
啓
太

飯
沢
敏
弘

五
十
嵐
民
子

石
井
紀
嘉

石
井
良
一

石
川
栄
一

石
川
光
正

石
川
吉
雄

石
川
良
美

石
坂
邦
彦

五
十
公
野
愛
香

五
十
公
野
正
美

伊
藤
英
一

伊
藤
茂
生

伊
藤
周
次

伊
藤
利
久

伊
藤
政
栄

伊
東　

優

伊
藤
美
枝
子

伊
藤
康
男

伊
藤　

優

犬
飼
夏
雄

衣
袋
幸
治

衣
袋
庄
三
郎

衣
袋
道
子

植
木
健
司

植
木
孝
司

植
木
英
夫

牛
倉
政
憲

内
町
町
内

梅
津
悦
子

梅
津
喜
一

梅
津
清
子

梅
津
賢
次

梅
津
清
蔵

梅
津　

正

梅
津
た
ま

梅
津
千
枝
子

梅
村
和
江

漆
山
久
子

漆
山
正
四

エ
ー
コ
ー
プ
し
ら
た
か
㈱

江
口
信
利

榎
本
正
弘

え
び
な
菓
子
舗

遠
藤
啓
子

遠
藤
商
店

遠
藤
史
也

遠
藤
豊
松

遠
藤
奈
津
子

遠
藤
由
可
理

遠
藤
れ
い
子

遠
藤
和
道

大
泉

大
内
朋
子

大
江
勝
則

大
木
一
男

大
木
真
智
子

大
嶋　

勝

大
嶋
良
一

大
滝
栄
子

大
滝
高
一

大
滝
小
巻

大
瀧
勇
一

大
滝
久
芳

太
田
康
平

大
塚
広
昭

大
塚
広
子

大
沼　

昇

岡
崎

小
形
清
子

小
形　

清

小
形
茂
雄

小
形　

均

小
形
安
弘

小
形
勇
二
郎

岡
部
健
一
郎

岡
部
俊
一

岡
部
伸
一

岡
部　

正

岡
部　

仁

岡
部
吉
次

岡
部　

玲

岡
村
み
ゆ
き

小
川
英
子

小
川
幸
一

小
川
芳
巳

奥
山　

清

奥
山　

聡

奥
山
美
穂

尾
西
幸
子

カ
ク
キ
チ

覚
張
お
ら
ん

影
山
敬
一
郎

片
倉
栄
司

片
倉
健
一

片
山
善
雄

加
藤
晃
一

加
藤
正
行

金
子
昭
一

金
子
孝
吉

金
子
康
雄

金
子
よ
ね
子

金
田
か
お
り

金
田
佐
智
子

金
田　

肇

金
田
秀
子

金
田
眞
喜
子

金
田
康
秀

金
田
良
昭

神
林　

伸

川
部
慶
子

川
部
秋
一

川
村
正
亮

川
村
勝
喜

川
村
泰
也

菅　

昭
夫

菅　

貞
司

菅　

悟

菅
ス
ミ
子

菅　

忠
彦

菅　

徳
三

間
野
陽
子

菅　

久
義

菅　

幸
弘

菅　

好
昭

菊
地
隆
一

菊
地
光
子

岸　

廣
志

木
村
哲
哉

清
野
隆
博

き
ら
や
か
銀
行

荒
砥
支
店

工
藤　

仁

熊
谷
裕
治

熊
坂
勝
則

黒
澤
紘
一

黒
田
孝
二

黒
田
利
和

黒
田
直
樹

小
出
陽
一

小
口
十
市

小
口
浩
喜

小
口
正
義

小
口
祐
司

小
杉
も
り
子

小
関
綾
子

児
玉
さ
だ
子

児
玉
と
ら
お
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後
藤
邦
子

小
林
清
明

小
林
総
子

小
林
孝
子

小
林
信
子

小
林
久
雄

小
林　

裕

小
松
進
治

小
松
友
志
男

小
松　

昇

小
松
紀
雄

小
松
久
子

小
松
幹
雄

小
松
よ
し
子

小
谷
部
義
弥

今　

き
み

今　

俊
一
郎

今　

敏
夫

紺
野
伊
久
雄

紺
野
健
一

紺
野
幸
一

紺
野
時
子

紺
野
敏
彦

今
野
友
博

紺
野
信
吉

今
野
久
次

今
野
政
市

紺
野
善
美

今
ヨ
シ
ノ
リ

齋
藤
明
子

齋
藤　

章

齋
藤　

公

齋
藤
順
一

齋
藤
大
介

齋
藤
春
美

齋
藤
美
紀
子

齋
藤
ゆ
か
り

境
野
す
み
子

笹
原
孝
一

佐
竹
徳
蔵

佐
藤
エ
イ
ス
ケ

佐
藤
栄
助

佐
藤
え
つ
子

佐
藤
喜
久
雄

佐
藤
久
一

佐
藤
健
一

佐
藤
順
一

佐
藤
隆
将

佐
藤
美
智
代

佐
藤　

稔

佐
藤
保
雄

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

塩
地
源
治

渋
谷
郁
恵

渋
谷
茂
美

渋
谷
孝
子

渋
谷
藤
太

清
水
屋

シ
ャ
デ
ィ
サ
ラ
ダ
館

十
二
の
桜

庄
司
義
徳

し
ら
た
か
調
剤
薬
局

白
鷹
電
気
工
事
㈱

白
鷹
町
観
光
協
会

白
鷹
町
商
工
会

白
鷹
町
酪
農
組
合

菅
間
郁
男

菅
間
敏
子

菅
間
洋
子

菅
原
吉
子

菅
原
呉
服
店

菅
原
庄
一

菅
原
商
店

菅
原
保
明

菅
原　

勝

菅
原
満
仁

鈴
木
幸
吉

鈴
木
栄
裕

鈴
木
秀
喜

鈴
木
忠
宏

鈴
木
利
一
郎

鈴
木
利
男

鈴
木
友
彦

鈴
木
春
美

鈴
木
秀
昭

鈴
木　

弘

鈴
木　

博

鈴
木
浩
薫

鈴
木
幹
夫

鈴
木
ミ
ヨ

須
田　

瞳

す
み
や

関　

健
一

関　

朋
美

平　

タ
ケ
子

平　

ト
ヨ

平　

由
紀
子

髙
石
清
克

高
木
幸
二

高
木
清
吉

高
木
善
一

高
木
義
明

高
木
隆
一

高
砂
屋

高
忠
電
器

高
梨
み
さ

高
野
節
子

髙
橋
英
一

高
橋
佳
代

髙
橋
佳
代

髙
橋
耕
司

髙
橋
長
一

髙
橋
哲
雄

高
橋
直
子

高
橋
晴
美

髙
橋
美
智
恵

高
橋
み
ゆ
き

高
橋
康
子

高
山
耀
子

竹
田
久
次

竹
波
秀
次

鑪　

信
夫

棚
村
好
典

谷
口
仁
志

槌
谷
謙
滋
郎

槌
谷
孫
六

土
屋
克
彦

土
屋
恒
夫

土
屋
正
一

土
屋
美
恵

土
屋
義
男

土
屋
亮
助

手
塚
と
よ
子

照
井
一
博

照
井
ク
ニ

天
竜
利
勝

ど
り
い
む
農
園

と
り
た
ろ
う

長
岡
さ
と
み

中
川
紀
一
郎

中
川
健
一

中
川
修
一

中
川　

剛

中
川
宏
美

中
川
二
雄

中
川
洋
一

中
川
要
一

中
川
容
二

な
か
の
商
店

中
村
静
子

那
須
昌
市

㈱
ニ
イ
ノ

新
野　

厚

新
野
医
院

新
野
ひ
と
み

新
野
好
男

新
野
吉
彦

西
塚
伊
三

ぬ
ま
ざ
わ
菓
子
店

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ

サ
ー
ビ
ス
こ
ぐ
わ

の
ど
か
村

芳
賀　

章

芳
賀
き
ち

芳
賀
順
一

橋
本
佐
一

橋
本
四
郎

橋
本
満
弘

長
谷
部
い
ち

長
谷
部
恵
子

長
谷
部
博

馬
場　

誠

原
田
宇
兵
衛

原
田
利
明

原
田
善
一

パ
レ
ス
松
風

樋
口
京
子

樋
口
久
美
子

樋
口
し
げ
子

ひ
ぐ
ち
商
店

樋
口
太
一

樋
口
高
男

樋
口
敏
明

樋
口
利
夫

樋
口
由
美
子

蹄
八
重
子

姫
城
地
区
ぬ
く
も
り

グ
ル
ー
プ
一
同

平
井
正
行

平
間　

孝

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

す
が
わ
ら

布
川
恒
久

布
川
弘
紀

藤
川
千
穂

富
士
薬
品

舟
山

舟
山
大
介
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Ḫ Βΰγ▬ᾲ▒ ɄϊЀКϯἜ

ʣ Ε▬ᾲ▒

　このたびの東北地方太平洋沖地震の影響を受け、町内の公共交通機関も一時運行休止などがありましたが、
現在の状況をお知らせいたします。
○スクールバス（住民混乗型）…４月７日から通常運行
○デマンドタクシー…通常運行中
○フラワー長井線…３月31日から通常運行

ʣɟάΦͤ΄ṓṰ ϔЊКЁɚКɟɴ Έͫ Ṱ ꞊ɵᶫⱴ Ε͢ αͻ

　４月から置賜・村山地域で開催する「やまがた花回廊キャンペーン」で、運行を予定していたイベント列車
「風っこ桜回廊号」（4/16･17･23･24）については、東北地方太平洋沖地震の影響により、運行が中止となりま
した。
■問い合わせ　やまがた花回廊キャンペーン実行委員会（置賜総合支庁観光振興室☎0238－26－6046）

Ṟ 12 ᾿ ‗
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義
援
金
の
受
け
付
け
は
、
役
場
・
中
央
公
民
館
・
地
区
公
民
館
・
病

院
な
ど
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。（
４
月
末
日
ま
で
）

船
山
み
ず
き

舩
山
裕
介

舩
山
義
彦

古
名
栄
亀

別
府
英
子

細
岩
つ
ね

堀
内
と
志
子

ま
あ
・
ど
ん
な
会

槇　

富
男

町
田
雅
義

松
木
洋
一

松
永
百
合
子

松
野
い
せ
子

松
野
み
ね
子

松
野
幸
夫

松
野
良
一

丸
川
貞
俊

丸
川
幸
子

丸
川
信
浩

マ
ル
ヤ
ス

丸
山
貞
治

丸
山
食
品

宮
沢
昭
一

宮
沢　

勲

宮
沢
よ
ね
子

向
田
容
子

迎
田
和
雄

向
田
て
い
子

迎
田
俊
教

村
上
静
子

村
上　

進

村
上
由
美

本
木

守
谷
奈
津
子

守
谷
文
子

や
ま
が
た
や

山
川
重
雄

山
口
利
道

山
口
政
人

山
田
忠
彦

県
酪
農
業
協
同
組
合

や
ま
り
菓
子
舗
㈲

湯
沢
信
弘

湯
澤
政
利

横
澤　

浩

横
澤
峯
子

吉
田
い
し

吉
村
敏
則

吉
村
藤
一

渡
辺
の
ぶ
子

渡
部　

博

渡
部
美
里

渡
部
純
一

渡
部
貴
之

渡
部
祐
助

渡
部
喜
美

奥
山　

久

山
形
新
聞
白
鷹
専
売
所

花
工
房
し
ら
た
か

寒
河
江
智
陽
夫

白
鷹
和
牛
組
合

根
本
弘
明

樋
口
和
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト十

王
店

ヤ
マ
ラ
ク
フ
ー
ズ

や
ま
り
菓
子
店

大
瀧
い
せ

四
季
菜

梅
津
光
弘

川
井
コ
ン
ニ
ャ
ク
店

小
松
ト
モ

安
部
敏
子

小
林
弘
子

梅
津
美
枝
子

橋
本
き
ぬ

土
屋
重
子

高
谷
誠
司

棚
村

影
沢
勝
郎

松
野
い
せ
子

熊
谷
裕
治

渋
谷
光
子

守
谷
み
つ

小
林
成
一

渋
谷
康
子

堀
江
孝
子

小
林
幾
子

フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ー
ゴ
㈱

コ
カ
・
コ
ー
ラ
長
井
営
業
所
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平
成
23
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

か
た
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん

で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
を
め
ざ
す
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の

年
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
連
動
す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
着
実
な
展
開

を
図
る
べ
く
、「
人
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
と
し
、「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・
産
業
」

「
地
域
」
を
重
点
分
野
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
土
台
で
あ
る
「
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、「
白
鷹
人
育
成
事
業
」「
小

中
学
生
交
流
事
業
」
を
新
た
に
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
自
己
負
担
額
助
成
事
業
や
子
宮
け
い
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
接
種
費
用
助
成
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
充
実
強
化
事
業
」
を
新
た
に
創
設
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
町
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
働
く
場
所
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た

農
工
商
連
携
に
よ
る
第
６
次
産
業
化
の
推
進
体
制
も
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
々
の
自
主
的
な
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
を

行
い
、
集
落
支
援
員
も
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

改
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
が
共
に
創
り
あ
げ
る
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

理
念
に
立
ち
返
り
、
安
心
安
全
な
く
ら
し
を
第
一
と
し
て
、
生
活
福
祉
の
向
上
、

さ
ら
に
は
次
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
精
一

杯
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

白
鷹
町
長　

佐  

藤  

誠  

七

１
．
子
育
て
・
教
育

【
子
育
て
の
充
実
】

○
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
や
ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

○
「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
充
実
強
化
事
業
」
を
創
設
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

○
保
育
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の
統
合
を

は
じ
め
と
す
る
「
子
育
て
拠
点
施
設
整
備
事
業
」
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

民
営
化
に
向
け
た
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
充
実
】

○
学
校
と
家
庭
･
地
域
の
連
携
を
密
に
「
心
か
よ
う
郷
土
の
学
校
づ
く
り
」

を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
変
化
す
る
時
代
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く

た
め
の
実
践
的
な
力
と
な
る
「
確
か
な
学
力
･
豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
」

を
育
む
た
め
、
学
校
生
活
支
援
や
特
別
支
援
教
育
の
充
実
な
ど
の
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

○
耐
震
化
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
な
ど
、
安

心
･
安
全
な
学
校
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
の
新
入
生
応
援
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度

か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
制
の
導
入
と
総
合
学
科
へ
改
編
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
準

備
・
検
討
も
含
め
、
魅
力
を
高
め
る
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

【
農
業
の
振
興
】

○
今
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
加
え
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
地
の
維
持
保
全
や
堆
肥
の
利

活
用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
農

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
耕
畜
連
携
の
推

進
や
集
落
営
農
、
作
業
受
託
組
合
の
活
動
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

農
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、
次
世
代
を
担
う
後
継

施
策
の
概
要
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者
な
ど
が
就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
土
地
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の
事
業
採
択
に
よ

り
、
基
盤
整
備
事
業
や
老
朽
た
め
池
の
整
備
の
推
進
を
図
り
、
農
村
災
害

対
策
整
備
事
業
に
よ
る
排
水
機
場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
河
川
工
作

物
応
急
対
策
事
業
の
継
続
に
よ
り
、
頭
首
工
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

○
林
業
に
つ
い
て
は
、「
お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
に
よ
る
里
山
林
の
再
生
整
備
や
松
く

い
虫
防
除
事
業
、
ナ
ラ
枯
れ
防
除
事
業
を
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
工
業
の
振
興
】

○
受
注
拡
大
に
重
点
を
置
き
、
利
子
補
給
を
行
う
中
小
企
業
緊
急
金
融
対

策
事
業
、
現
場
力
や
技
術
力
の
向
上
を
め
ざ
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事

業
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の

場
の
創
出
を
め
ざ
し
、
企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
を
行
う
人
材
確
保

対
策
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
奨
励
金
を
交
付
す
る
「
雇
用
創

出
促
進
事
業
」
を
新
設
し
、
雇
用
枠
の
確
保
・
拡
大
と
失
業
者
の
減
少
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

【
商
業
の
振
興
】

○
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
商
工
会
が
実
施
す
る
商
業
活
性
化

事
業
や
住
宅
需
要
拡
大
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
空
き
店
舗
利
用
促
進
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

【
観
光
・
交
流
の
振
興
】

○
エ
リ
ア
や
期
間
が
拡
大
さ
れ
た
「
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
３
町
の
広
域
観
光
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
白
鷹
の
四
季
を
活
か
し
た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
で
は
、
桜
、
紅
花
、

鮎
の
誘
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
間
を
埋
め
る
べ
く
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
臨
時
特
例
基
金
を
活
用
し
た
事
業
に
よ
り
、
着
地
型
・
滞
在
型
観
光
の

企
画
を
進
め
ま
す
。

○
白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
窓
口
と
し
て
中
山
、
山
口
地
区
を
中

心
に
進
め
て
き
た
教
育
旅
行
は
、
小
学
生
の
受
け
入
れ
も
含
め
た
体
制
の

整
備
を
図
る
ほ
か
、
特
産
品
で
あ
る
深
山
和
紙
人
形
制
作
を
指
導
で
き
る

後
継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業
の
概
要
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【
産
業
連
携
】

○
「
白
鷹
な
ら
で
は
」
の
素
材
を
洗
い
出
し
、
そ
の
資
源
の
持
つ
価
値
を

再
認
識
し
な
が
ら
、
農
工
商
観
の
各
分
野
で
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
連
携

に
よ
る
加
工
品
開
発
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
な
ど
、
産
業
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
６
次
産
業
化
の
推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

○
町
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
『
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
』
を
引
き
続

き
開
催
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
連
携
に
よ
り
、「
白
鷹
」
を
発
信
し
て
い
く

た
め
の
商
品
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
地
域

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
】

○
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
地
区
公
民
館
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
住
民

主
体
の
公
民
館
運
営
に
つ
い
て
、
住
民
の
か
た
が
た
の
自
主
的
な
生
涯
学

習
活
動
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
主
体
的
で
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
、

地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
も
含
め
研
究
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

○
集
落
機
能
の
維
持
対
策
と
し
て
集
落
支
援
員
の
配
置
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
地
域
力
の
増
進
に
向
け
て
地
域
力
発
掘
支
援
事
業
な
ど
集
落
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
】

○
町
内
全
域
に
組
織
化
さ
れ
た
地
域
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
の
強
化
を

図
り
、
引
き
続
き
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

防
災
力
の
向
上
に
努
め
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

○
耐
震
化
対
策
と
し
て
「
白
鷹
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
新
た
に
木
造
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
消
防
活
動
が
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
、
有
蓋
貯
水
槽
、
消
火
栓
の
設
置
な
ど
消
防

施
設
の
整
備
を
行
い
、
機
動
力
の
強
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
】

○
高
齢
者
の
か
た
が
た
が
健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
健
康
づ
く
り

事
業
や
介
護
予
防
事
業
を
進
め
、
介
護
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
時
に
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
総
合
相
談
体
制
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
ま
す
。
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○
中
山
小
学
校
を
活
用
し
て
整
備
す
る
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
併
設
し
た
施
設
に
対
し
て
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事

業
と
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
高
齢
者
の
総
合
相
談
や
介
護
予
防
、
権
利
擁
護
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
こ
ぶ
し
の
家
な
ど
旧
法
か
ら
新
法
サ
ー
ビ
ス
へ

の
移
行
に
よ
る
事
業
者
の
減
収
を
補
て
ん
す
る
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に
在
宅
酸
素
療
法
者
の
電
気
代
を
助
成
す
る
「
在
宅
酸
素
療
法
者
支

援
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
健
診
事
業
や
が
ん
予
防
対
策
事
業
、
生
活
習

慣
病
や
介
護
予
防
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
な
ど
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
食
生
活
や
運
動
・
休
養
な
ど
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、「
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
外
来
、
入
院
、
救
急
診
療
の
ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
健
診
、
在
宅
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

医
師
確
保
に
努
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。。

【
環
境
の
保
全
】

○
白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
を
中
心
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
は
じ
め
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
に
向
け
た
啓
発
や
実
践
活
動

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

○
小
・
中
学
校
や
地
区
公
民
館
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
環
境
学
習
や
環

境
出
前
講
座
を
通
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
を
開
催
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
身
近
に
考
え
る

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
で
は
、
今
後
の
施
設
の
計
画
的
な
改
築
・
更
新
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
合
併
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
設
置
管
理
型
を
継
続
し
、
集
合
処

理
に
適
さ
な
い
地
区
の
生
活
排
水
処
理
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
交
通
安
全
・
防
犯
活
動
の
充
実
】

○
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
交
通
安
全
教
室
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
な
ど
事
故
防
止
に
向
け

た
事
業
を
よ
り
一
層
展
開
し
ま
す
。

○
防
犯
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
が
守
る
」
と
い
う
意
識
の
中

で
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
防
犯
協
会
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
活
動
の
軸
と
し
な
が
ら
、
町
民
と
行
政
と
が
連
携
し
て
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
定
住
促
進
と
地
域
交
通
の
確
保
】

○
町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
国
土
利
用

計
画
の
策
定
や
都
市
計
画
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

○
定
住
促
進
を
図
る
上
で
重
要
な
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
荒

砥
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て
『
山
形
県
道
路
中
期
計
画
』
に
代
表
事
例
箇
所

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
に
着
手
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

む
と
と
も
に
、
県
事
業
で
あ
る
国
道
２
８
７
号
黒
滝
橋
前
後
の
狭
隘
区
間

の
解
消
、
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
町
道
に
つ
い
て
は
、
赤
坂
深
山
線
の
工
事
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
浅
立
沼
田
岩
崎
線
の
改
良
整
備
と
田
尻
笠
松
線
の
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

○
新
規
事
業
と
し
て
小
橋
線
の
拡
幅
改
良
に
着
手
し
年
度
内
供
用
を
め
ざ

し
ま
す
。

○
除
排
雪
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
見
直
し
を
図
り
、
業
務
の
全
面
委
託

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
新
た
な
住
宅
施
策
と
し
て
、
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
地
内
に
お
け
る
定
住

促
進
を
図
る
た
め
に
「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住

民
混
乗
型
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
地
域
交
通
の
重
要
な
足
と
し
て
、
引
き
続

き
運
行
し
ま
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
公
共

交
通
の
幹
線
と
し
て
、
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
や
経
営
改
善
計
画
の
推
進

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

４
．
人
づ
く
り

○
白
鷹
人
育
成
基
金
に
よ
り
、
各
分
野
に
お
い
て
意
欲
あ
る
グ
ル
ー
プ
を

支
援
し
、
継
続
し
た
学
習
、
研
修
、
実
践
を
通
し
て
次
代
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
「
白
鷹
人
育
成
事
業
」
を
新
た
に
展
開
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

○
白
鷹
町
生
涯
学
習
振
興
計
画
が
今
年
度
で
最
終
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
総
括
を
行
い
、
次
期
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
白
鷹
学
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講
座
な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
た
社
会
力
の
育
成
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
を
め
ざ
す
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

な
ど
の
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

幅
広
い
視
野
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
に
「
小
中
学
生
交

流
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
重
点
に
、
団
体
の
育
成
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
就
業
セ
ン
タ
ー
や
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
の
施
設
整
備
の
研
究
も
含
め
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭
の
開
催
や
、
各
種
団
体
の

育
成
・
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

○
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
町
文
化
事
業
と
の
調

整
を
図
り
、
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
図
書
館
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
町
民
が
利

用
し
や
す
い
図
書
館
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
の
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
俗
資
料
の

活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
を
目
標
に
町
史
編
さ
ん
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

○
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
改
革
が
進
む
中
、

町
の
実
情
に
合
っ
た
最
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
実
現
を
め
ざ
し
、

第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
基
本
に
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
新
た
な
雇
用
創
出
と
産
業
化
の
推
進
と
い
う
視
点
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
庁
内
組
織
の
活
性
化
を
推
進
し
、
組
織
力

の
向
上
に
向
け
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的

な
定
員
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
の
状
況

　

国
の
地
方
財
政
対
策
は
、
企
業
収
益
の
回
復
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入

や
国
税
収
入
が
増
加
す
る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
の
中
に
お
い
て
、
地
方
一
般
財
源
の
総
額
を
平
成

22
年
度
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
対

応
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

大
き
い
こ
と
や
、
町
内
の
景
気
動
向
が
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
税
収
等
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
の
継
続
的
な
推
進
に
よ
り
着
実
に
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
23
年
度
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
諸
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
行
財
政

運
営
を
行
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
地
方
財
政
対
策
や
国
県
の
予
算
編
成
の
動
向
等

を
踏
ま
え
た
上
で
、『
第
５
次
総
合
計
画
』
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と

し
て
、「
人
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・
産

業
」「
地
域
」
を
重
点
分
野
と
し
て
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か

ら
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
重
点
分
野
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
新

た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
及
び
新
た
な
雇
用
創
出
と
産
業
化
の
推

進
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
71
億
７
５
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
３
億
３
７
０
０
万
円
、
４
・
９
％
の
増

加
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の

統
合
・
民
営
化
に
向
け
て
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
の

推
進
を
は
じ
め
と
し
て
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、

産
業
の
６
次
化
に
向
け
た
対
応
及
び
雇
用
創
出
促
進
事
業
な
ど
、
子
育
て

支
援
や
雇
用
の
充
実
に
結
び
つ
く
施
策
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
た
ほ

か
、
住
宅
耐
震
化
の
促
進
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
及
び
防
火
水
槽
の
整
備

な
ど
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
た
め
の
検
討
事
業
や
、
地
域
づ
く
り
へ
の
支

援
等
も
推
進
し
ま
す
。
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ɬȿȿɭ

ɬȿȿɭ

PQ ᵺ Ṯₐ

平成22年度
総額68億3,800万円

平成23年度
総額71億7,500万円

ONḬWJWOP ᷾
OSLQʑ

ͽΕ
ɨ ≠ɩ
QḬVJWUS ᷾
SLTʑ

▒
QTḬVJNNN ᷾
SOLQʑ

┤ה ῶ
SḬ>SQN ᷾
ULNʑ

TḬOJNSN ᷾
VLSʑ

ͽΕ
ɨᵛ ≠ɩ
PḬVJWPP ᷾
QLWʑ

▒
PḬQJSNN ᷾
QLQʑ

ͽΕ ɨ ≠ɩ ῶẹ ♦ ɨʑɩ

ῶᾈΚ ῶ OḬOJOSV ᷾ >OLT

ᾈΚ RJURR ᷾ >NLU

OWQ ᷾ >NLN

Ἱ ῶ RSN ᷾ >NLO

‟ ῶ OJQUQ ᷾ >NLP

‟᷇ῶ OḬ᷾ >OLR

OḬOJNSU ᷾ >OLT

ȿₐ QḬVJWUS ᷾ >SLT

ῶẹ ♦ ɨʑɩ

RḬQJUWR ᷾ >TLO

┐ SḬOJVRV ᷾ >ULP

ₓ QJUNO ᷾ >NLS

΄Ηͫ SJTRU ᷾ >NLV

VPU ᷾ >NLO

ₐṥ RJNWS ᷾ >NLT

ȿₐ ONḬWJWOP ᷾ OSLQ

ͽΕ ɨᵛ ≠ɩ ῶẹ ♦ ɨʑɩ

OḬ>>USN ᷾ >OLS

Ể▒ ῶ PRN ᷾ >NLN

Ể▒ ῶ TN ᷾ >NLN

Ồ Ể▒ ῶ OP ᷾ >NLN

▒ ῶ OḬPJWUN ᷾ >OLV

▒ ῶ PJOON ᷾ >NLQ

▒ ῶ PJSON ᷾ >NLQ

▒ ᵐ ▒ ῶ PUN ᷾ >NLN

ȿₐ PḬVJWPP ᷾ >QLW▒
QRḬRJSNN ᷾
RVLNʑ

ɬ>>>>ɭ

ɬ>>>>ɭ

↓ ῶ
TḬ>OOO ᷾
VLRʑ

ɨ ằɩ

OOḬQJUOS ᷾
OTLTʑ

RḬ>VQT ᷾
TLOʑ

QSḬPJPNN ᷾
SOLSʑ

QPḬUJPNN ᷾
RULWʑ

PḬSJNNN ᷾
QLTʑ

RḬPJVRQ ᷾
TLQʑ

RḬOJVNU ᷾
TLOʑ

TḬRJTVN ᷾
WLSʑ

PḬUJUOW ᷾
QLWʑ

【
歳
入
予
算
】

　

町
税
は
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
等
に
よ
る
納
税
義
務
者
の
減
少
や
、
町

内
の
景
気
動
向
等
か
ら
３
８
０
３
万
円
、
３
・
３
％
の
減
。
地
方
交
付
税

は
、
普
通
交
付
税
で
、
人
口
の
減
少
や
公
債
費
等
の
算
入
額
減
少
な
ど
の

要
因
は
あ
る
も
の
の
、
地
方
一
般
財
源
の
総
枠
確
保
が
図
ら
れ
た
こ
と
や
、

財
源
不
足
に
対
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
振
替
分
の
大
幅
な
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
１
億
７
３
０
０
万
円
、
５
・
３
％
の
増
。
臨

時
財
政
対
策
債
は
１
億
８
６
０
０
万
円
、
42
・
１
％
の
減
。
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
町
債
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
過
疎
対
策
事
業
の
対

象
と
さ
れ
た
ソ
フ
ト
事
業
分
な
ど
に
よ
り
１
億
５
０
１
０
万
円
、
73
・
４

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
予
算
】

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
共
済
負
担
金
の
増
が
あ
り
０
・
１
％
の
微
減
、

扶
助
費
は
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
加
や
３
歳
児
未
満
の
子
ど
も
手

当
支
給
額
の
増
加
等
に
よ
り
７
・
３
％
の
増
、
公
債
費
は
１
億
１
６
１
５

万
円
、
８
・
８
％
の
減
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
５
８
３
０
万
円
、

１
・
７
％
の
減
。
普
通
建
設
事
業
費
は
補
助
事
業
で
介
護
基
盤
緊
急
整
備

事
業
や
東
中
学
校
体
育
館
地
震
補
強
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
赤
坂
深
山

線
道
路
改
良
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、
３
億
２
７
３
２
万
円
の
増
と
な
っ

た
一
方
で
、
単
独
事
業
は
１
８
６
７
万
円
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
全
体

で
は
３
億
８
６
５
万
円
、
93
％
の
大
幅
増
。
補
助
費
等
で
は
、
住
宅
需
要

拡
大
促
進
事
業
の
拡
大
や
雇
用
創
出
促
進
事
業
等
に
よ
り
１
２
４
７
万
円
、

１
・
２
％
の
増
、
物
件
費
は
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費
用
助
成

事
業
や
、
農
工
商
観
連
携
に
係
る
委
託
事
業
及
び
都
市
計
画
図
作
成
業
務

等
に
よ
り
６
０
１
９
万
円
、
７
・
８
％
の
増
な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

全
体
で
56
億
２
０
４
９
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
対
し
２
億
８
８
１

３
万
円
、
４
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
老
人
保
健
特

別
会
計
の
廃
止
や
、
下
水
道
事
業
で
の
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
汚
水
処
理
施

設
増
設
工
事
の
終
了
に
よ
る
事
業
量
の
減
少
、
水
道
事
業
に
お
け
る
町
内

企
業
か
ら
の
給
水
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

以
上
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
は
、
１

２
７
億
９
５
４
９
万
円
、
０
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

ᵛ

≠

≠
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町　

長　
　

佐　

藤　

誠　

七

副
町
長　
　

野　

村　

一　

芳

教
育
長　
　

岡　

田　
　
　

勉

総　

務　

課　
　

課
長　

横
澤　

浩

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

齋
藤
重
雄

（
総
務
係
）　
　

◎
田
宮　

修
○
永
沢
照
美
○
橋
本
達
也

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
和
幸
（
併
）・
菅
原
綾
子

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
広
子

（
財
政
係
）　
　

◎
長
岡　

聡
○
加
藤
和
芳
○
橋
本
秀
和

（
防
災
管
財
係
）
◎
小
関
新
治
○
高
田　

博

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地　

正
（
兼
）

（
企
画
調
整
係
）
◎
齋
藤
重
雄
（
兼
）
○
竹
田
美
紀

　
　
　
　
　
　
　

○
小
林　

裕

（
情
報
係
）　
　

◎
齋
藤
春
美
○
大
瀧
勇
祐
・
小
林
詩
乃

　
　

課
付　
　
　

◎
吉
村
秀
昭（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

○
鈴
木
秀
昭（
県
市
町
村
課
派
遣
）

税
務
出
納
課　
　

会
計
管
理
者
（
兼
）
課
長　

衣
袋
幸
治　

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

青
木　

潔（
出
納
・
収
納
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原　

護（
税
務
担
当
）

（
町
民
税
係
）　

◎
菅
原　

護
（
兼
）
◎
横
澤
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
間
伸
子
○
平
井
正
秋
・
小
口
将
太

（
資
産
税
係
）　

◎
飯
澤
達
男
・
中
川
拓
也
・
小
関　

見

（
収
納
係
）　　

◎
伊
藤　

隆
○
村
上
利
晴
・
安
達
桂
子

（
出
納
係
）　
　

◎
青
木　

潔
（
兼
）
○
高
田
咲
子　
　

町　

民　

課　
　

課
長　

布
施
房
子

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

樋
口
幸
江

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
上
村
と
よ
子
○
菅
原
美
樹
・
木
村
真
弓

　
　
　
　
　
　
　
　

照
井
博
恵
・
佐
藤
美
咲

（
国
保
医
療
係
）
◎
樋
口
幸
江
（
兼
）
○
後
藤
由
香

　
　
　
　
　
　
　

○
佐
藤
圭
子
・
齋
藤
由
加
里

（
く
ら
し
環
境
係
）◎
本
木　

修
○
大
滝
真
実
・
金
子
秀
人

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

布
施
房
子（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

樋
口
幸
江（
兼
）

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

松
野
芳
郎

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
良
教（
子
育
て
・
健
康
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

芳
賀
和
則（
福
祉
・
介
護
支
援
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
庄
司
義
徳
○
橋
本
こ
ず
え
○
髙
橋
朋
代

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
菅
原
良
教
（
兼
）◎
布
施
と
も
子

　
　
　
　
　
　
　

◎
今
野
悦
子
○
田
中
由
美
子　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
康
子
（
兼
）　　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
保
険
係
）
◎
芳
賀
和
則
（
兼
）
○
遠
藤
由
可
理

　
　
　
　
　
　
　

○
鎌
倉
裕
美

（
健
康
推
進
係
）
◎
鈴
木
由
紀
子
○
木
口
祐
里
○
菊
地
る
り

　
　
　
　
　
　
　

○
海
老
名
ま
ゆ
み
・
村
上
る
み
子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）◎
飯
澤
と
よ
◎
橋
本
彰
子

　
　
　
　
　
　
　
　

○
大
滝
敏
広
○
棚
村　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
麻
里
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
由
紀
子（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
名
ま
ゆ
み（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

こ　

ぐ　

わ　

園
長　

守
谷
美
年
子
◎
村
上
美
津
子

　
　
　
　
　
　

◎
市
川
昭
美
◎
飯
沢
初
美
・
小
林
栄
子

あ
ゆ
か
い　

園
長　

長
谷
部
千
晶
◎
鈴
木
智
子

　
　
　
　
　
　

◎
今　

房
子
◎
金
田
範
子
○
佐
藤
敦
子

　
　
　
　
　
　

○
橋
本
三
千
子
○
高
橋
和
子
・
鑪　

典
子

ひ
が
し
ね　

園
長　

高
橋
康
子
◎
安
久
津
久
子

　
　
　
　
　
　

◎
鈴
木
洋
子
◎
川
井
と
も
・
原
田
信
子

産
業
振
興
課　
　

課
長　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

髙
橋
秀
司

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
間
直
浩
（
農
林
担
当
）　

（
農
業
振
興
係
）
◎
菅
間
直
浩
（
兼
）
○
青
木
ひ
ろ
み　
　

　
　
　
　
　
　
　

○
今
野
友
博
・
小
谷
部
哲

（
農
村
整
備
係
）
◎
熊
谷
裕
治
（
兼
検
査
員
）・
小
形　

守

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
博
之
・
大
滝
康
博
（
兼
）

（
商
工
振
興
係
）
◎
菊
地　

智
○
梅
津
友
宏

（
観
光
交
流
係
）
◎
佐
藤
順
智
○
芳
賀
敦
子
○
片
山
正
弘

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

湯
澤
政
利（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

菅
間
直
浩（
兼
）

建
設
水
道
課　
　

課
長
（
兼
）
統
括
検
査
員　

福
田
文
和

　
　
　
　
　
　
　

水
道
主
幹　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
昇
一（
建
設
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

元
木
康
仁（
上
下
水
道
担
当
）

（
管
理
係
）　　

◎
鈴
木
秀
一
○
深
瀬
洋
子

（
用
地
係
）　　

◎
今
井
茂
男
○
髙
橋
真
弘
（
兼
）

（
土
木
係
）　　

◎
小
関
幸
一
・
丹
野
和
彦

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地　

正
・
大
滝
康
博

（
都
市
計
画
係
）
◎
菅
原
昇
一
（
兼
）
○
髙
橋
真
弘

（
水
道
係
）　　

◎
鈴
木
克
仁

（
水
道
工
務
係
）
◎
矢
嶋
寿
彦
○
小
口
豊
仁

（
下
水
道
係
）　

◎
今
野
秀
一
○
高
橋
真
澄

（
下
水
道
工
務
係
）
◎
元
木
康
仁
（
兼
）
○
松
下
貴
洋

議
会
事
務
局　
　

事
務
局
長　

村
上　

隆

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

中
村
裕
之
（
併
）

（
議
事
係
）　　

  

◎
中
村
裕
之
（
兼
）
○
衣
袋
則
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

書
記
長
補
佐　

齋
藤
重
雄
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
田
宮　

修
（
併
）
○
永
沢
照
美
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
橋
本
達
也
（
併
）
○
高
田　

博
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
和
幸
・
菅
原
綾
子
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
広
子
（
併
）

監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

村
上　

隆
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

中
村
裕
之

　
　
　
　
　
　
　

○
衣
袋
則
子
（
併
）

ş
PQ
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※
◎
は
係
長
・
主
査
、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任

（４月１日付全職員）
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農
業
委
員
会
事
務
局　

事
務
局
長　

湯
澤
政
利
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

菅
間
直
浩
（
併
）

（
農
地
調
整
係
）　　

  

◎
長
澤
三
千
夫
○
田
中
裕
美

教
育
委
員
会　
　

教
育
次
長　

迎
田
博
正

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

樋
口　

浩

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

海
老
名
智
樹

（
学
校
教
育
係
）
◎
樋
口　

浩
（
兼
）・
海
老
名
智
樹　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

○
齋
藤
久
美
子
○
菅
原
保
文　
　
　
　

　

蚕
桑
小
学
校　
　

青
木
俊
雄

　

西
中
学
校　
　
　

川
村
宗
一

（
生
涯
学
習
係
）
◎
大
木
健
一
○
竹
田
雅
紀
子
○
川
部
茂
樹

（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）◎
関　

宏
道
・
菅
原
陽
子

（
文
化
振
興
係
）
◎
髙
橋
浩
之
ṷ
舩
山
一
浩

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー　

所
長　

迎
田
博
正（
兼
）
◎
関　

宏
道（
兼
）

中
央
公
民
館　
　

館
長　

迎
田
博
正
（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
大
木
健
一（
兼
）
○
川
部
茂
樹（
兼
）

図　

書　

館　
　

◎
髙
橋
浩
之（
兼
）○
舩
山
一
浩（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

所
長　

迎
田
博
正
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長
補
佐　

佐
藤
雅
志

（
業
務
係
）　
　

◎
佐
藤
雅
志（
兼
）・
菅
原
政
敏

（
調
理
係
）　　

◎
佐
藤
雅
志（
兼
）○
小
林
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
直
子
・
紺
野
久
美
子
・
板
垣
未
夏

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

紀
子
・
川
田
陽
子
・
長
谷
川
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
羽
木
学
・
黒
澤
淳
子
・
高
谷
剛
司

町
立
病
院　
　

病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

外
科
医
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
師　

瀬
尾
恭
一
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公　

（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

瀬
尾
恭
一
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

横
澤
壽
一

（
薬
剤
科
）　
　

薬
局
長　

横
澤
壽
一（
兼
）○
海
老
名
純
子

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙
○
長
岡
さ
と
み

　
　
　
　
　
　
　

○
加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

松
尾
信
一　

副
室
長　

小
笠
原
強

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
金
田
雅
子
・
小
平
英
恵

（
栄
養
科
）　
　

○
大
貫
由
佳
子

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

長
岡
恵
美

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

金
子
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉
恵
美
・
鈴
木
万
理
子
・
色
摩
純
子

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

樋
口
昌
子

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

○
梅
津
洋
子
○
舩
山
元
子
・
北
原
広
美

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
芳
子
・
伊
藤
信
子
・
三
上
悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
加
代
子
・
五
十
嵐
美
香
・
副
田
恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　

平
井
育
子
・
中
野　

緑
・
佐
藤
朝
美

　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
美
帆
・
遠
藤
彩
子
・
齋
藤　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　

安
彦
真
紀
・
竹
田
美
喜
子
・
小
松
文
恵

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
麻
唯
・
山
口
愛
子
・
古
口
絵
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

瞳
・
梅
津
孝
子
・
竹
田
登
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　

布
施
咲
子
・
左
右
田
加
代
子

事　

務　

局　
　

事
務
局
長　
　

鈴
木
美
弘　

（
総
務
係
）　
　

◎
渡
部
町
子
○
須
田　

瞳

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

看
護
師
長　

石
川
眞
知
子　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
理
恵

ι ι ι

退　
　

職　
　

平
成
23
年
３
月
31
日
付

　

健

康

福

祉

課

長　
　

梅　

津　

秀　

明

　

総

務

課

付

課

長　
　

鈴　

木　

み　

ち

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
補
佐　
　

橋　

本　

賢　

一

　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
長　
　

長　

澤　

千
恵
子

　

あ
ゆ
か
い
保
育
園
主
任
栄
養
士　
　

佐　

竹　

正　

子

　

教
育
委
員
会
指
導
主
事　
　

菊　

地　

一　

栄

　

町

民

課

主

任　
　

金　

田　

祐　

子

　

町

民

課

主

事　
　

御
代
田　
　

理

　

町

立

病

院

医

師　
　

石　

岡　

大　

輔

　

町
立
病
院
総
看
護
師
長　
　

志　

水　

順　

子

　

町
立
病
院
主
任
看
護
師　
　

菅　

原　

和　

子

　

町

立

病

院

看

護

師　
　

岩　

崎　

悦　

子

　

町
立
病
院
主
任
調
理
師　
　

小　

口　

千
賀
子

ι ι ι

◆
各
分
団
消
防
係

　

第
１
分
団　

今
野
友
博
／
第
２
分
団　

髙
橋
真
弘

　

第
３
分
団　

小
林　

裕
／
第
４
分
団　

川
部
茂
樹

　

第
５
分
団　

梅
津
友
宏

◆
財
産
区
書
記

　

蚕
桑　

片
山
正
弘
／
十
王　

衣
袋
則
子　

　

滝
野　

齋
藤
久
美
子
／
萩
野　

大
滝
真
実　
　
　
　
　
　

　

中
山　

大
木
健
一
／
浅
立　

村
上
利
晴

　

畔
藤　

平
井
正
秋

海老名智樹
教育委員会
指導主事

Ƽ ǵȆǱǜȚƲǰǍǥȏȔǞǖǑ ǋǋǦǞȅǠƽ
－平成23年度採用職員等の紹介－

大塚広子
総務課
総務係

安達桂子
税務出納課
収納係

小関 見
税務出納課
資産税係

小川 瞳
病院
看護師

小林詩乃
総務課
情報係

佐藤美咲
町民課
戸籍年金係

安彦真紀
病院
看護師
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館　　長　金子孝吉（山口 ) 
館長代理　丸川美紀（横田尻）
主　　事　鈴木晴美（鮎貝）

館　　長　菊地豊宗（箕和田） 
館長代理　佐藤良一（黒鴨）
主　　事　小林香菜（鮎貝）

館　　長 
館長代理　蒲生成子（荒砥）
主　　事　竹田美佐子（荒砥）

館　　長　安部俊宏（萩野）
館長代理　紺野眞一（萩野）
主　　事　竹田伊智子（中山）

館　　長　齋藤和男（畔藤）
館長代理　高木典幸（山口）
主　　事　金田美加（高玉）

館　　長　髙谷誠司（十王）
館長代理　衣袋祐子（荒砥）
主　　事　青木満里子（荒砥）

ᵶΕΧΑͭλ
ΰεͯͧ͢ἰͯ͜Φ͵

健康福祉課からのお知らせ

●ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
の接種再開について

　小児用肺炎球菌ワクチン（プレベナー）とヒブワク
チン（アクトヒブ）の接種について、接種後の死亡事
例が複数報告されたことから、念のため３月４日から
接種を一時的に見合わせていましたが、専門家の会議
で評価を行った結果、安全性の懸念はないとされたの
で４月１日から接種を再開します。
　接種を希望される場合は、医療機関に
予約をして医師の説明や診察を受けたう
えで接種くださるようお願いいたします。

●子宮頸がん予防ワクチン供給問題について

　２月から子宮頸がん予防ワクチンの接種費用助成事
業を開始しましたが、ワクチンの供給不足により、現
在、新たな接種の予約ができない状況が続いておりま
す。接種の希望をいただいた昨年度対象のかたと、４
月から事業の対象になる中学１年生の女子のかたには、
ワクチンの供給が安定し、医療機関での接種予約がで
きる状況になりましたら個別にお知らせをいたします。
ご案内できるまでお待ちくださるようにお願い申し上
げます。

■問い合わせ　健康推進係（☎86－0210）

　鮎貝土地区画整理地内の定住を図り、地域の活性化
を促進するため、保留地を購入されたかたに補助金を
交付します。

▼補助金対象者
　自らの住宅建築のため、鮎貝土地区画整理地内の一
般保留地を購入されたかた。

▼補助金の額
　　県外者…100万円
　　町外者…70万円
　　町内者…50万円

▼補助対象期間
　平成23年４月１日～平成24年３月31日まで

■申込・問い合わせ
　建設水道課都市計画係（☎85－6140）

ɴ͵Φ͜γɈ ὐΕ῍ɵ
ϾДϟύϖϯ ῶ
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129
国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、

しらたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみのこと、環境、公害、犬の登録、生活相談、交通安全、防
犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、
軽自動車の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に
関すること 85-6120

企画調整係
フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、まちづく
り助成事業、白鷹人育成事業や町政運営の総合企画調整に関す
ること

85-6123

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6122
情報係 広報広聴、地域情報、各種統計に関すること 85-6121
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6124

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6124

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
【地域農業活性化センター】 85-6127

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、定住、交流の促進に関

すること 85-6126
農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに

関すること 85-6128

３
階議会事務局議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎
建設水道課

管理係 工事入札及び契約に関すること 85-6140
用地係 町有地の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関する

こと 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園、土地区画整理事業に関すること 85-6140
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設

計工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144
生涯学習係 生涯教育の推進や公民館、その他社会教育機関に関すること 85-6147
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147
文化振興係 芸術文化団体の育成、文化財の調査・保護・管理及び図書館に

関すること 85-6146
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、子ども手当、保育園管理運営に関すること

【子育て支援センター】 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護保険申請、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院
町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、ケア・プラン作成など 86-0123

ẤṚɄ″Ῐ Ε͚ͬλΑ͜
　各課・係の業務の概要などを掲載しました。お問い合わせや役場などに訪れる際に参考にしてください。
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ṭ

　３月６日、あゆーむで「鈴木大介ギター
リサイタル」が行われました。鈴木さんは
国内外で活躍するギタリストで、町での演
奏は、平成21年10月に行われたあゆーむグ
ランドオープンのこけら落とし以来となり
ます。鈴木さんの要望により、会場はカー
テンを全開にし、春の温かい日差しが差し
こむ中、フラワー長井線を見ながらの演奏
となり、来場者は、そのやさしい音色に聴
き入っていました。　

 ４月１日から、町立病院の外科に瀬尾先
生が着任されました。瀬尾先生は鶴岡市の
出身で、自治医科大学を卒業後、県立中央
病院で２年間の研修期間を経て、今年が３
年目となる若い先生です。先生は、「町民皆
さんの健康のために少しでもお役に立てら
れるようにがんばります。よろしくお願い
します。」と話してくださいました。
　先生の趣味はピアノの演奏で、音楽鑑賞
などを楽しまれるそうです。
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שּ
　県との人事交流により、産業振興課に高
橋秀司課長補佐が就任されました。高橋補
佐は酒田市出身で、民間企業で７年間勤め
た後に県職員となり、これまで工業振興や
産業政策、農業経営分野などを経験されて
きました。民間企業時代は、光ディスクな
どの研究をされていたそうです。高橋補佐
は「町の農工商連携事業の推進に力を入れ
たい。」と話してくださいました。任期は
２年間の予定です。よろしくお願いします。

　３月５・６日の２日間、そばの里振興会
主催による「しらたかそばまつり」が開催
されました。これまで「どりいむ館」が
会場となっていましたが、今年から集客能
力や調理設備面などでより充実した「あゆ
茶屋」で開催されることになりました。町
外からも大勢のお客さまが駆け付け、大盛
りのおいしいそばに舌鼓を打っていました。
あゆ茶屋で開催した相乗効果もあり、２日
間で約1700人が訪れました。
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【事業概要】　
　町内に事務所、店舗、工場などを有し事業を営む
法人や個人が、ハローワークに求人申込をし、町民
のかたを雇用した場合、一人当たり60万円を上限に
奨励金を交付するもの。
【申請方法】
　雇用主（事業を営むかた）が、求職者を雇用した後、

産業振興課で交付する申請書に以下の書類を添えて、
雇用した日から14日以内に申請してください。
①雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業　
　主控）の写し
②新たな雇用者に係る労働条件通知書の写し
■ほかにも要件などがありますので、くわしくは
　お問い合わせください
　産業振興課商工振興係（☎85－6136）

ȿȿȿȿȿȿȿȿ╜ Ῐ
　高い失業率や低い有効求人倍率が表わすように、町内の雇用情勢は非常に厳しい状態にありま
す。町では、このような状況の解消を目的に、町内で事業を営む法人や個人の皆さまの理解と協
力をいただきながら「雇用創出促進事業」に取り組みます。
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を開催します

◆一生に一度の成人式

　今年度の成人式を下記のとおり開催します。
　対象のかたには７月上旬にご案内します。
郷土を離れている皆さんにも、ご家族のかた
から、日程について今からお知らせください。

　　
　●い　つ　８月15日（月）午前10時～
　●どこで　パワーセンター
　●対　象　平成２年４月２日生から平成　
　　　　　　３年４月１日生までのかた
　＊平成17年度東・西中学校卒業者と、平　
　　成23年６月１日現在白鷹町に住民登録　
　　されているかたには、詳細について往　
　　復はがきでご案内します。

◆「成人祭」実行委員を募集します

　厳かな成人式の後は、久しぶりに再会する
友人や恩師などとの語らいの場として「成人
祭」が開催されます。この「成人祭」は成人
者の皆さんで構成する実行委員会が自らの企
画運営で行っており、その実行委員を募集し
ています。思い出に残る「成人祭」とするた
め、ふるってご応募ください。
●実行委員応募締め切り　５月６日（金）
■申込・問い合わせ
　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）


